


























































































その結果，固有値 1以上の因子が 1つ抽出された。なお項目 8の因子負荷量が .03であったため，そ
れを除いた 9項目を自尊感情得点とした。またα 係数は .88と高く，因子の内的整合性が認められた。
動機づけ喪失志向性尺度については，先行研究に基づき因子分析（主因子法，バリマックス回転）
を行った。その結果，固有値 1以上の因子が 1つ抽出された。なお項目 4の因子負荷量が .08と低かっ
たため，それを除いた 11項目を動機づけ喪失志向性得点とした。またα 係数は .78と高く，因子の
内的整合性が認められた。
4 抑うつ傾向者とスチューデント・アパシー傾向者の間にみられる友人関係の取り方の違いについて（遠田・河村）















































S・A傾向群 充実群 抑うつ傾向群 葛藤群 F値 多重比較
　 （n＝ 30） （n＝ 72） （n＝ 53） （n＝ 40） （5％水準）
内面的関係 49.34 52.76 47.41 48.97 3.29** 充実＞葛藤 ,抑うつ 
（9.76） （10.25） （7.90） （11.42）
群れ 54.48 49.10 48.95 49.65 2.45** S・A＞葛藤 ,充実 ,抑うつ 
（9.50） （9.29） （9.51） （11.69）
気遣い 51.84 49.31 48.02 52.49 2.00n.s. 葛藤，S・A＞抑うつ
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